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風力計
「
薬
機
法
の
見
直
し
」に
関
連
し
て

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
の
医
薬
品
医

療
機
器
制
度
部
会
で
薬
機
法
の
見
直
し
に
向
け

議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
に
薬
事
法
等
の
改
正（
2
0
1
4

年
11
月
施
行
）と
薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
改
正

（
2
0
1
4
年
6
月
施
行
）が
行
わ
れ
、薬
事
法
等

の
改
正
で
は
名
称
が「
医
薬
品
、医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」（
略
称：医
薬
品
医
療
機
器
等
法
、ま
た
は
薬
機

法
）に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、施
行
後
5

年
を
メ
ド
に
検
討
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
行
わ
れ
た
制
度
部
会

で
は

①�

革
新
的
な
医
薬
品・医
療
機
器
な
ど
へ
の
迅
速

な
ア
ク
セ
ス
確
保・安
全
対
策
の
充
実

②�

医
薬
品・医
療
機
器
な
ど
の
適
切
な
製
造・流

通・販
売
を
確
保
す
る
仕
組
み
の
充
実

③�

薬
局・薬
剤
師
の
あ
り
方・医
薬
品
の
安
全
な
入

手
　
の
３
つ
の
論
点
で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
薬
機
法
見
直
し
に
向
け
、
自
由
民
主
党
「
薬
事

に
関
す
る
小
委
員
会
」
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
ま

す
。
な
ぜ
こ
こ
で
自
由
民
主
党
？
と
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
…
。

　
我
々
薬
剤
師
は
薬
機
法
、
薬
剤
師
法
、
健
康
保

険
法
等
々
法
制
度
の
元
で
薬
剤
師
職
能
を
発
揮

し
て
い
る
の
で
す
。
法
律
は「
国
会
」が
定
め
る
も

の
で
す
。

　
そ
の「
国
会
」は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
両
議

院
で
こ
れ
を
構
成
し
、両
議
院
は「
全
国
民
を
代
表

す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
」（
衆
議
院
議
員
及
び
参

議
院
議
員
）
で
こ
れ
を
組
織
す
る
と
あ
り
ま
す
。

や
は
り
我
々
の
職
能
に
関
す
る
主
張
を
法
律
に

反
映
さ
せ
る
に
は
国
会
議
員
さ
ん
た
ち
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

我
々
の
こ
と
を
一
番
理
解
し
て
い
る
我
々
の
代
表

が
一
人
で
も
多
く
国
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！

日本薬剤師会
副会長  田尻 泰典

　

本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
全
国
支
部
訪
問
の
活

動
は
、
6
月
末
か
ら
三
重
県
（
6
月
25
日
〜
28

日
）
、
静
岡
県
（
7
月
3
日
〜
6
日
）
、
愛
知

県
（
7
月
10
日
〜
14
日
）
、
岐
阜
県
（
7
月
17

日
〜
19
日
）
、
岩
手
県
（
7
月
23
日
〜
25
日
）

に
お
い
て
展
開
し
た
。

　

三
重
県
で
は
、
前
日
松
坂
市
で
開
催
さ
れ
た

定
時
総
会
後
の
会
員
交
流
会
に
参
加
し
、
来
賓

と
し
て
お
見
え
に
な
ら
れ
た
田
村
憲
久
衆
議
院

議
員
に
挨
拶
が
で
き
た
。

　

静
岡
県
で
は
、
3
日
目
の
夜
、
病
院
薬
剤
師

会
の
研
修
会
に
お
い
て
挨
拶
の
機
会
が
得
ら
れ

た
。

　

愛
知
県
で
は
、
卸
業
者
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

県
と
防
災
協
定
を
結
び
、
行
政
の
許
可
を
得
れ

ば
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
離
着
陸
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー

ト
等
を
見
学
し
た
。

　

岐
阜
県
で
は
、
豪
雨
災
害
の
爪
痕
が
残
る
中

で
の
活
動
と
な
り
、
40
・
7
度
と
日
本
で
一
番

暑
か
っ
た
多
治
見
市
で
訪
問
活
動
を
展
開
し

た
。

支
部
訪
問
の
間
を
ぬ
っ
て
、

女
性
の
集
い
に
参
加
！

　

4
月
20
日
（
金
）
、
高
校
卒
業
後
、
初
め
て

親
元
を
離
れ
予
備
校
の
寮

生
活
を
送
っ
た
北
九
州
市

で
開
催
さ
れ
た
「
本
田
あ

き
こ
を
囲
む
女
性
の
会
」

に
参
加
し
た
。
多
数
の
出

席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
レ
ン

ジ
を
身
に
着
け
て
参
加
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
っ
た
。

　

5
月
20
日
（
日
）
、
愛

媛
県
松
山
市
で
、
「
平
成

30
年
度
女
性
薬
剤
師
の
集

い
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会 

i
n 

え
ひ
め
」
が
開
催
さ
れ
、

講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
、
4
日
目
の
予
定
が
急
遽
半
日

の
活
動
に
変
更
さ
れ
、
総
理
と
の
対
談
の
た
め

に
帰
京
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
っ

「
熊
本
地
震
と
薬
剤
師
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

6
月
30
日
（
土
）
、
福
岡

県Lady's

連
絡
会
議
」
に
ス

カ
イ
プ
に
よ
り
参
加
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

7
月
1
日
（
日
）
、
熊
本
県
薬
剤
師
連
盟

女
性
部
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
「
医

療
を
支
え
る
く
ま
も
と
の

女
性
薬
剤
師
が
キ
レ
イ
に

な
ろ
う
!
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
プ
ロ
の
美

容
師
を
呼
び
、
キ
レ
イ
で

簡
単
な
髪
の
ま
と
め
方
を

知
ろ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
写
真
は
空
に
向

か
っ
て
思
い
っ
き
り
伸
び
を
し
て
い
る
図
。

　

7
月
7
日
（
土
）
、
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た

「
大
阪
府
薬
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
O
P
L
）
」

た
。
10
月
に
改
め
て
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
4
日
間
の
予
定
で
活
動
を
計
画
し
て

い
た
滋
賀
県
訪
問
が
、
都
合
に
よ
り
2
日
間
と

な
っ
た
た
め
、
8
月
30
・
31
日
に
再
度
滋
賀
県

を
訪
問
し
た
。

に
参
加
し
、
多
数
の
参
加
者

と
交
流
が
で
き
た
。

　

7
月
28
日
（
土
）
、
台
風

12
号
の
動
き
が
心
配
さ
れ
る

中
、
福
岡
県
宗
像
市
で
開

催
さ
れ

た
「
福
岡
県
若
手
・
女
性

薬
剤
師
指
導
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
参
加
し
、
「
こ
れ

か
ら
の
医
療
と
薬
剤
師
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。薬

学
生
に
向
け
て
の
講
義
を

経
験
！

　

7
月
14
日
（
土
）
、
愛

知
県
の
支
部
訪
問
活
動
の

最
終
日
、
名
城
大
学
薬
学

部
に
お
い
て
2
〜
3
年
生

の
薬
学
生
3
5
0
名
の
前

で
、
特
別
講
義
の
講
師
を

務
め
た
。

次
期
参
議
院
議
員
選
挙
の

自
民
党
公
認
候
補
予
定
者
が
決
定
！

　

7
月
20
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主

党
選
挙
対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
、
第
25
回
参

議
院
議
員
選
挙
の
第
一
次
公
認
候
補
予
定
者
が

決
定
さ
れ
、
本
田
あ
き
こ
副
会
長
が
無
事
選
出

さ
れ
た
。
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
。

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、

全
国
訪
問
の
旅

第九弾

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
岩
手
県
に
お
い
て

支
部
訪
問
活
動
を
展
開
！

有権者は「選挙区」と「比例代表」それぞれに
投票する必要があり、一人が「二票」投票す
ることになります。

参議院選挙のしくみ
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お前らわかっとるのか！

　万歳！！　来年の参議院議員選挙の比例代表選出議員、

第一次公認候補者19名（現職15名、新人４名）が決定。新

人４名の１人として「本田あきこ」が選出された。

　和歌山出身の幹事長として、岩本研君もほっと一息。

しかし、他２名に理学療法士、臨床検査技師が選出されて

いる。薬剤師30万人、OT・PT21万人、臨床検査技師17

万人。

　「何なんか？スッキリせんぞ！」

　ポイント、ネット販売、敷地内薬局、薬機法改正、オンラ

イン、アマゾン…。

　他の医療団体でこれだけ過去から未来まで問題をかか

えっぱなしの団体はない。

　「わかっとるのか！」「飯を食いたい奴は数を出せ！」 

（H・O）

編集後記

●広報委員
　�安東　哲也、石井　甲一、小野　春夫、鳥海　良寛 

大澤　泰輔、大原　　整　近藤直緒美、渡邊美知子

熊
本
県
薬
剤
師
会 

神
田
晴
生
会
長
を

お
訪
ね
し
ま
し
た

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　我が国は急速に少子高齢化が進み、総人口の減少と老年人口の増加という厳
しい現実が目前に迫っています。「日本の将来推計人口（平成29年度推計）」によ
れば、日本の総人口は、平成27年国勢調査による１億2,709万人から、2053年
には1億人を割り、2065年には8,808万人に減少すると推計しています。また、
65歳以上の老年人口割合は、平成27年の26.6％から2065年には38.4％まで
上昇するとしています。
　平成25年度に初めて40兆円を超えた国民医療費は、平成27年度には42兆
3,644億円となり、高齢化社会の進展と医療の高度化に伴い、今後とも増加して
いくものと思われます。
　政府は今年の診療報酬改定において、前回改定と同様に薬価の通常引き下げ
や薬価制度の抜本改革などにより、医療費の伸びを押さえようとしていますが、
医薬品産業界に負担を求めていくことには自ずと限界があり、決して根本的な解
決に結びつくものではありません。
　国民が安心して暮らせる皆保険制度を維持・継続していくためには、医療の無
駄を省き、その適正化を図るとともに、業務の効率化による生産性向上を図って
いくことが不可避となっています。
　医薬品の使用に関しては、かかりつけ薬剤師・薬局による、重複投薬の防止や残
薬の解消等、医薬品の安全対策の確保と適正な使用推進への取組を一層進めて
いかなければなりません。また、ITやAI等の最新技術を活用し、機械に委ねられ
る部分は機械に任せ、薬剤師に本来求められている、対人業務や在宅業務に重き
を置いていくことも大事なことと思います。勿論、効率化を求めるあまりに、医
療の質を低下させるようなことは、決してあってはならないと思います。
　ところで、自民党は7月20日に来年夏の参議院議員選挙の第1次公認候補を
公表しました。日本薬剤師連盟の組織内統一候補の本田あきこ先生も比例代表
候補の一人に指名されました。いよいよ本格的な戦いのスタート、本田先生のご
健闘をお祈りしたいと思います。

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

医療の適正化・効率化

休
み
も
な
く
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
、
薬
剤
師
は
敬
遠
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
二
人
と
も
結
婚
し
て
、
孫
は
、
ど
ち

ら
も
女
の
子
が
一
人
ず
つ
い
ま
す
。
娘
に
は
も

う
す
ぐ
二
人
目
が
産
ま
れ
る
予
定
で
す
。
娘
の

家
族
は
我
が
家
か
ら
徒
歩
2
～
3
分
の
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
て
、
夕
食
は
ほ
と
ん
ど
我
が
家
で

一
緒
に
食
べ
て
い
ま
す
。
私
は
帰
宅
時
間
が
遅

い
の
で
あ
ま
り
会
え
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
会
っ

た
と
き
に
孫
の
成
長
ぶ
り
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
息
子
は
現
在
、
家
族
で
海
外
赴
任
し
て

い
ま
す
。
今
は
Ｉ
Ｔ
時
代
な
の
で
、
東
京
に
住

ん
で
い
た
頃
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
に
声
や
画
像

で
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
息
子
夫

婦
に
は
海
外
で
国
政
選
挙
に
投
票
で
き
る
よ
う

に
手
続
き
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

フ
ァ
ー
マ　
先
生
の
薬
剤
師
と
し
て
の
ル
ー

ツ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

神
田
会
長　
母
の
実
家
が
明
治
34
年
開
業
の

薬
局
で
、
広
島
県
の
竹
原
市
と
い
う
と
こ
ろ
で

　

今
回
は
熊
本
県
薬
剤
師
会
の
神
田
晴
生
会
長

に
お
聞
き
し
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん
：
以
下
、
フ
ァ
ー
マ　
こ
ん

に
ち
は
フ
ァ
ー
マ
で
す
。
熊
本
県
薬
剤
師
会
会

長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
歴

代
の
会
長
が
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
熊
本
県

薬
を
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
項
に
重
点
を

お
い
て
更
に
前
進
さ
せ
て
い
く
の
か
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

神
田
会
長　
重
点
を
置
い
て
い
る
の
は
、
熊

本
県
薬
剤
師
会
の
組
織
強
化
と
活
性
化
で
す
。

こ
れ
は
す
べ
て
支
部
活
動
が
中
心
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
支
部
が
主
催
す

る
事
業
へ
の
協
力
、
講
師
派
遣
、
県
薬
主
催
の

研
修
会
の
配
信
な
ど
を
通
じ
て
支
部
と
の
連
携

を
図
り
、
支
部
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
薬
局
・
薬
剤
師
の
貢
献
の

た
め
に
も
医
療
機
関
と
の
連
携
は
必
須
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
病
院

薬
剤
師
と
の
連
携
強
化
に
も
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
ご
家
族
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

神
田
会
長　
娘
と
息
子
が
一
人
ず
つ
い
ま
す
。

妻
は
薬
剤
師
で
す
が
、
子
供
た
ち
は
薬
剤
師
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
Ｏ

Ｔ
Ｃ
中
心
の
薬
局
を
や
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

今
も
や
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
薬
剤
師
の

祖
母
を
見
て
い
た
こ
と
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
昔
の
薬
局
は
、

朝
お
店
に
入
っ
た
ら
、
独
特
の
匂
い
が
し
た
も

の
で
す
。
化
粧
品
や
芳
香
剤
の
混
じ
っ
た
匂
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
母
が
、
生
前
に
私
の

薬
局
に
来
た
際
、
祖
母
の
薬
局
と
同
じ
匂
い
が

す
る
と
言
っ
た
と
き
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ　
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
歴
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

神
田
会
長　
第
一
薬
科
大
学
を
や
っ
と
の
こ

と
で
卒
業
し
、
広
島
大
学
薬
学
部
で
教
員
を
し

て
い
た
兄
の
紹
介
で
東
京
本
郷
の
高
島
堂
と
い

う
漢
方
専
門
薬
局
に
勉
強
に
行
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
高
島
堂
薬
局
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く

有
名
な
漢
方
薬
局
で
、
お
客
さ
ん
に
は
著
名

人
も
多
か
っ
た
で
す
。
最
近
知
っ
た
こ
と
で
す

が
、
高
島
堂
薬
局
の
専
務
と
山
本
信
夫
会
長
は

大
学
の
同
級
生
で
、
私
が
勤
め
て
い
た
頃
に
も

何
度
か
来
局
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
世
間
は
狭

い
と
驚
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ　
い
つ
熊
本
に
移
ら
れ
た
の
で
す

か
。

神
田
会
長　
結
婚
後
、
妻
の
両
親
が
経
営
し

て
い
た
薬
局
を
急
遽
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
、
昭

和
58
年
に
熊
本
に
来
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
マ

ス
オ
さ
ん
で
す
。
17
年
間
Ｏ
Ｔ
Ｃ
中
心
の
薬
局

を
や
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
調
剤
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
中
で
記
憶

に
残
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

神
田
会
長　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

東
日
本
大
震
災
で
南
三
陸
町
に
行
っ
た
時
の
経

験
で
す
。
医
療
チ
ー
ム
と
一
緒
に
活
動
を
し

て
、
患
者
、
ド
ク
タ
ー
、
看
護
師
な
ど
多
く
の

人
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
実
感
が
あ
っ
て
、

大
変
で
し
た
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な

充
実
感
を
得
ら
れ
る
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
南
三
陸
町
で
の
経
験
は
、
熊
本
地
震
で

の
活
動
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ　
次
に
、
神
田
会
長
は
熊
本
県
薬

剤
師
連
盟
の
会
長
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
薬

連
盟
会
長
と
し
て
の
政
治
活
動
へ
の
関
わ
り

や
、
今
回
、
地
元
の
本
田
あ
き
こ
氏
が
日
本
薬

剤
師
連
盟
組
織
内
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
で
、

県
薬
連
盟
が
最
も
活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
る

こ
と
、
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

神
田
会
長　
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
連
盟
会

長
就
任
に
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
す
べ
き
こ
と
は
、
す
べ
て
の
会
員
薬
剤
師
が

一
丸
と
な
っ
て
本
田
あ
き
こ
氏
の
政
治
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
熊
本

県
で
は
、
役
員
が
全
薬
局
を
一
軒
一
軒
訪
問
し

て
、
薬
剤
師
会
の
目
的
や
要
望
事
項
を
実
現
す

る
た
め
に
は
政
治
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お

話
し
し
て
、
後
援
会
へ
の
支
援
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
若
手
の
役
員
を
中
心
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
元
か
ら
し
っ
か
り
と
応

援
を
し
て
本
田
あ
き
こ
氏
の
名
前
と
そ
の
活
動

を
全
国
に
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
最
後
に
、
座
右
の
銘
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

神
田
会
長　
残
念
な
が
ら
、
特
に
思
い
つ
き

ま
せ
ん
…
。
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

「
本
筋
を
外
さ
な
い
こ
と
」
と
「
精
一
杯
や
る

こ
と
」
で
す
。

フ
ァ
ー
マ　
本
日
は
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
薬
剤
師
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。


